
１　部の運営方針

２ 部の経営資源

（１）部の体制

人 うち 人 ・ 人 千円 千円

（２）事業規模 ※H29職員平均給与（ 千円）ベース ※予算計上額

千円 千円 （正職員人件費を除く） 事業 担当課数 3 課

【部の使命】
  人口減少・少子高齢化が進行する中においても、 安心安全で誇りをもって暮らし続けることができるように、地域のつながりや地域活動を維持し、さらに強化していくため、
各団体・組織と連携・協力し、よりよい「まちづくり」を目指します。

【部の目標】（令和元年度の部の目標を記載し、重点的に取り組む事項とその概要について優先順に5つ程度明記）

①鹿野総合支所の老朽化に対応するため、コアプラザかのの機能、役割りを踏まえ、新たな公共施設の再整備に向けた総合的な取り組みを進めます。
　使いやすく、親しみやすい施設整備に向けて、住民の意見を反映した基本設計書を策定します。

②住民が参画する共助・自助のまちづくり・地域づくりを支援します。
　コミュニテイ組織「元気な鹿野をつくる会」を中心に、夢プランの策定と実践組織の立ち上げや移住・定住の取組み、空き家の活用などを進めます。また、コアプラザかのの
利用を促進し、保健・福祉・医療の充実を図り、住みよい地域づくりを目指します。

③鹿野の魅力を発信し、地域資源の活用による地域の活性化を図ります。
　地域の産業振興とツーリズムの確立を目指した観光ビジネスの検討を進めるとともに、就農によるUJIターンや観光交流の促進を目指します。

④安心安全な市民生活の確保・維持につながる各種事業の推進を図ります。
　生活道路の補修、農地・山林の保全、一般廃棄物最終処分場の長寿命化、除雪対策など身近な生活環境を確保していきます。

⑤事務事業の改善に取り組み、市民サービスの向上と事務の効率化を図ります。
　職員の資質の向上を図り、信頼され親しまれる窓口業務を行い、快適で安心な行政サービスを提供します。

【働き方改革による業務改善等の取組み】
①各課とのコミュニケーションの円滑化を図り、職員の健康の保持や自己啓発、地域活動への参加など、豊かな時間を確保できるよう努めます。
②複数の手続きを一つの窓口で行うワンストップ化を進め、組織一体となって住民満足度の向上や業務の効率化、時間外の削減に努めます。

　

7,368

臨時
嘱託職員

6,012

161,244

職員数 正職員
臨時

嘱託職員
正職員 162,096

令和元年度 部の運営方針書
鹿野総合支所

26 22 4 人件費

歳入予算額 5,972 歳出予算額 担当予算事業数 37



鹿野総合支所

３ 部の中期目標 （優先順）　第２次周南市まちづくり総合計画・前期基本計画に掲げられた基本施策を実現するための推進施策

4安全安心
１災害に強いまちづくりの推進
（2）防災対策の充実

防災ラジオの普及やしゅうなんメールサービス登録の啓発を進めるとともに、自主防災組織の活
動の充実・強化を図り、地域防災力を高めます。

5 福祉・健康・医療
　2 地域福祉の推進
　（2）地域福祉に関する相談・支援体制づくりの推進

福祉関係機関、団体との連携、情報共有により、相談・支援体制を整え、安心して暮らせる地域
を目指します。

9行政経営
4公共施設老朽化への対応
(1)公共施設老朽化への対応

鹿野総合支所の老朽化への取り組みを着実に推進し、将来にわたり持続可能な市民サービス
につながる行政運営を進めます。

３　地域づくり
１地域コミュニティの活性化
（1）住民主体の地域づくりの促進

地域住民の生活を支える重要拠点として、「コアプラザかの」での活動を活性化し、関係機関との
ネットワークによる地域づくりを進めます。

３　地域づくり
２　中山間地域の「地域づくり」の促進
(４)ＵＪＩターンの促進

夢プランの策定や実現に向けた組織づくり、空き家を活用した移住・定住に向けた取り組みを進
めます。

目標 実現したい成果　（最終目標）推進施策
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6
７産業・観光
１農業の振興、２林業の振興
（５）多面的機能の維持・発揮　(２)森林の適正管理

農地、山林の保全、農林業の振興、荒廃地の防止、後継者の育成、水源のかん養を図ります。
分収林契約期間満了に伴う調査等を行い、処分業務を行います。

7
６都市基盤
１生活道路の整備の促進
（１）生活道路の整備の促進

市道老朽箇所等の改修による危険個所の改善を行います。

10
８　環境共生
　２　循環型社会の実現
　　（1）ごみの発生抑制・再使用・再資源化のさらなる推進

一般廃棄物の分別の徹底及び再資源化を促進し、ごみの削減に取り組みます。
自然環境に配慮したクローズドシステム鹿野一般廃棄物最終処分場を適正に維持管理します。

8
6　都市基盤
２交通環境の充実
（１）生活交通の確保・維持・充実

人口減少・高齢化に伴う地域の変化に応じた交通手段の利便性を図ります。

9
７産業・観光
　１０観光・コンベンション等による交流の推進
　（１）観光交流の促進

農産物、知恵、技を活かした特産品を開発や「周南学びの旅推進協議会」と連携した交流事業、
地元産業振興とツ－リズムの確立を目的とした観光ビジネスの検討など、地域経済の活性化を
図ります。


